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木星大気雲対流構造のパラメタ依存性に関する数値実験
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木星表面の雲層の下を遠隔観測で調べることは困難なため,木星大気の平均的な大気構造と流れ
場の様相およびそれらと雲対流との関係は未だによくわかっていない問題である.この問題に対
して我々は,木星大気で生じると考えられているH2O, NH3の凝結とNH4SHの生成反応を考慮した
水平鉛直2次元の雲対流モデルを開発し(Sugiyama et al.,2009),雲の生成消滅が繰り返された結果
として決まる雲対流構造を調べて来た.その結果,対流の強度と構造が準周期的に変動し,その周期
に合わせて存在する雲の種類と雲底高度が変化することが示された.しかしながら,計算された雲
対流の時空間構造のrobustnessは調べられていない.そこで,雲物理パラメタおよび深部大気組成
の変更に対する対流構造の応答を調べた結果を報告する.

これまで雲物理パラメタとして,基本的に地球大気での値で代替えして計算を実施してきたが,そ
の正当性は不明である.そこで,最も不確定性の大きい雲微物理過程の雲から雨への変換の時定数
を2桁変えた数値実験を行ったところ,雲対流の時空間構造は定性的には変わらず,雲活動周期も2
倍程度変化しただけであった.

深部の凝結性成分の量は依然として良くわかっていないため,太陽組成の1/10から10倍の範囲で
５つの数値実験を行った.但し,現実的なCPU時間で一連の実験を実行するために,放射強制の大き
さを現実大気で想定される値の10倍とした.計算の結果,凝結成分気体の存在度を極端に小さくし
た場合を除けば,対流の強度と構造が準周期的に変動することが確認できた.さらに周期はH2O蒸
気の存在量に概ね比例することがわかった.この結果は,観測的に雲対流活動の様相を捉えること
ができるならば,木星大気深部のH2O存在度に一定の制約を与える可能性を示唆するものである.
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